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第 7 章は結論であって，以上 6 章の研究成果を総括し，本研究で明らかになったこと，および
今後の研究課題および指針が述べられている。
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論文の審査結果の要旨
本研究は工業用および医療用ベータトロンの開発基礎研究，特に磁場と電子入射等マグネット
の設計に必要な基礎的資料を得る目的で行なったものである。
放射線出力を最大にするための電子の最適入射方向を与える磁場の状態を明らかにすると共
に，磁場の不均一性の原因，電子軌道の変動の防止，さらに効果的な電子線の発生方法等につい
て多くの成果を得ている。
乙れらの研究結果は放射線機器工学の分野に貢献するところが大きく，本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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